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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

我々は、植物由来のナノセルロースや甲殻類由来のナノキチンといったバイオマス
ナノファイバーを炭化した新奇ナノカーボン材料の機能開拓に取り組んでいる。こ
れまでの検討で、電気絶縁性のナノセルロース・ナノキチンを段階的に炭化して化
学構造を制御することで半導体ナノ材料に変換し、優れたセンサ機能やエネルギー
変換機能を見出してきた。本研究では、さらなる機能開拓とデバイス応用に向け、
物理特性測定装置（PPMS）を用いた電気特性評価を行った。

実験
Experimental

ナノセルロース水分散液を濾過成膜したシート材料を電気炉で炭化した（窒素雰囲
気下，600℃または800℃で1時間）。得られたナノカーボン材料について、物理
特性測定装置（PPMS）による電気特性評価を行った。

結果と考察
Results and Discussion

本研究では、ナノセルロースを炭化して得たナノカーボン材料について、物理特性
測定装置で分析したところ、電気抵抗率を測定することができた。一方、半導体材
料として重要なパラメータであるキャリア移動度やキャリアタイプについては、安
定した結果を得るまでには至らなかった。今後、測定用サンプルの調製条件や測定
条件（磁場や設定電流）をさらに精査し、物理特性測定装置による半導体特性分析
を可能とすることで、本ナノカーボン材料の電気特性理解・制御を推進していきた
い。
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